
第３回三条市地域公共交通協議会（書面協議）議題 

 

 

■協議過程 

 審 議 期 間   平成 29 年 10 月 27 日（金）～10 月 30 日（月） 

 合意に至った日   平成 29 年 10 月 31 日（火） 

 

 

１ 高齢者の移動手段の確保のためのバス路線の新設について 

 

  ⇒ 異議なし 

（意見等及び回答） 

  別紙のとおり 

 

 

２ その他 

 

  ⇒ 特になし 

 

 

なお、交通安全確保の観点から復路バス路線の一部について変更があったた

め、別紙のとおり運行ルートを配布 

  ■三之町病院、済生会三条病院停留所間の運行について、国道８号線利用

から、三条市道島田大野畑線利用へ変更 

 

委員の変更があったため、別紙のとおり委員名簿を配布 

  ■東日本旅客鉄道株式会社新潟支社 企画部長 石塚 毅 

  ■平成 29 年８月１日委嘱 



第３回三条市地域公共交通協議会（書面協議）議題　　意見等及び回答

番号 意見等 回答

1
停留所の看板（山ちゃん農場及び上須頃野菜集出荷場）が車両側から見た
場合、走行しながらだと確認しづらい。

停留所の向きを90度変更することで対応できると思い
ますので、実施を予定します。

2
復路の場合、三之町病院～済生会病院行きのルートに問題あり。（直江町
（一）の交差点は手前で右折できない）

別紙のとおりルートを変更します。

3
新設路線は、既存の南コースと一部重なっています。南コースの燕三条駅方
面のルートを短くする、カットするなど、検討するほうが良いと思います。

今回の新設路線については、現在の南コースで経由し
ていない須頃地区の北西部分の運行を予定しておりま
す。
御指摘のとおりルートの一部重複はございますが、
運行対象エリアが異なりますので、南コースについて
は現状を維持したいと考えております。

4 運行ダイヤが決定したら、提供いただきたい。 決定次第、提供させていただきます。

5 行先、目的が異なり、あまり乗らないと思う。
循環バスの空白地域となっており、主に高齢者の移動
手段を確保する必要があるため、運行を希望するもの
です。
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